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山道立三岸好太郎美術館の会場に展示されている鈴木ヒラクのドローイン作品(いずれも西野正史撮影)

2人の「線」時空超え共鳴
三岸好太郎×鈴木ヒラク 札幌で特別展

たどる。

わずか10年余りの画業で作風をめまぐるしく変化させた画家三岸好太郎(1903~4年)を「線」の表現から捉え直す特別展「線が、息づく。」が、札幌市中央区の道立三岸好太郎美術館で開かれている。フゴッペ洞窟(後志管内余市町)など国内外の洞窟絵画から線や記号のインスピレーションを得て活動する現代アーティスト鈴木ヒラクが展示室内で即興のドローイング(線描)を制作。三岸の線と、「ドローイングは発掘”に近い」と話す鈴木の線。2人の表現が時空を超えて共鳴する
世界を感じられる。札幌市出身の三岸は札幌第一中(現札幌南高) 在学中に油絵を始め、卒業と同時に画家を目指して上京した。初期は鮮やかな色彩対比が特徴的だったが、その後は荒々しい筆致や叙情的な表現の「道化シリーズ」、画面をひっかいて線を描く手法、チヨウや貝殻を題材にした幻想的表現など変化し続けた。会場には各時期を代表する点を展示。線の模索を鈴木のドローイングは2点。1階に高さ3・2、幅約12の黒い仮設壁、2階に高さ3.8、幅20の紺色の仮設壁を設置し、同展開幕直前の9月3、4日に制作した。シルバーのスプレーやマーカーを使い、エネルギーを激しく表出させる線と、人や生き物のような記号的な

る。

イメージをリズミカルに配置してい同館上席専門員の井内佳津恵さんは「2人とも表現の核に線がある。その違いや共通点に注目してほし
い」と話す。

11月24日まで。原則月曜休館。一般700円など。問い合わせは同館、電話011.644.8901へ。(古川有子)

「線が、息づく。」展に向
けた制作やドローイング
について語る鈴木ヒラク

即興のライブ感 未知のものが形に

た。

鈴木ヒラクは、絵の具が乾ききっていない画面をひっかいて線を描いた三岸好太郎の「オーケストラ」 (1933年)に強い印象を受けたという。「線が、息づく。」展で展示中の作品や、ドローイングについて聞い―「オーケストラ」からどんなインスピレーションを得ましたか。
「三岸好太郎という近代の画家の作品にドローイングのエッセンスがあると感じました。毎年のように通うフゴッペ洞窟や小樽の手宮洞窟にある線刻(物体表面に線状の溝を削って文様や絵を描く技法)と共通するものがあります。それにあの作品自体、洞窟のように見えたんです。古代のドローイングと近代の画家が刻んだ線、今を生きる自分の線がどう響き合うだろうかと思いました」―実際の制作はどんなイメージで臨みましたか。「三岸やフゴッペの線を滑走路に見立て、そこから自分が飛び立つイメージです。でもどこに飛ぶのかは決めずに。スプレー缶の底

に穴をあけて(顔料が吹き出す)しぶきをかき、手探りで形や線を見つけていきました。制作期間1日という制限の中、生きているという意味でのライブ感があり、かいたことのない線が多く生まれました」事前の構想は持たずに制作されたんですか。「あえて無の状態で北海道に来ました。何か考えたものを表現するのでなく、見たことのない線を見たかったから。それは『発掘』に近い。地中にある古代のものを掘り起こすという『発掘』だけでなく、未知のものや見えなくなっているものを可視化して、形や物語を引き出すというような意味合いです」引き出す作業において作家の意図や意思はどう関わってきますか。「引き出し方が重要です。作家として入り口を設定し、そこから掘り進んでいく。でも出口はわからない。これまでに集積したさまざまな線や記号が、ある環境と呼応して僕の体を通して出てくるんです」
(聞き手 古川有子)


